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神 経 科 学 大 会(2011/09/17,横浜).
佐 藤 弥(2011)動 的 表 情 を 処 理 す る 心 理 ・神 経 メ カ ニ ズ ム.第75回 日本 心 理 学 会(2011/09/15,東京).
岡 本 悠 子,小 坂 浩 隆,北 田 亮,田 邊 宏 樹,棟 居 俊 夫,石 飛 信,林 正 道,齋 藤 大 輔,河 内 山 隆 紀,谷 中 久 和,
大 森 晶 夫,和 田 有 司,岡 沢 秀 彦,定 藤 規 弘(2011)自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム に お け るEBAの 機 能 低 下 一 相 互 模 倣
時 の 自他 の 動 作 の 比 較 に 関 わ る 神 経 基 盤.第13回 日本 ヒ ト脳 機 能 マ ッ ピ ン グ 学 会(2011/09/02,京都).
佐 々 木 章 宏,河 内 山 隆 紀,杉 浦 元 亮,田 邊 宏 樹,定 藤 規 弘(2011)視 覚 運 動 的 な 動 作 表 象 を 担 う脳 内 ネ ッ ト ワ
ー ク .第13回 日 本 ヒ ト脳 機 能 マ ッ ピ ン グ 学 会(2011/09/Ol,京都).
吉 田 優 美 子,田 邊 宏 樹,林 正 道,河 内 山 隆 紀,定 藤 規 弘(2011)予 告 効 果 に お け る 補 足 運 動 前 野 を 中 心 と す る








河内山隆紀(2011/10/30)脳を調べ る新技術～脳活動の場所 を特定 しよ う.第26回国民文化祭 ・京都2011・明
日の暮 らしの文化展 京都 ・けいはんなプラザ.
河内山隆紀(2011/ll/20)生体計測データの時系列解析.東 北大学大学院肢体不 自由学分野セ ミナー.仙台 ・東
北大学.
河 内山隆紀(2011/12/05)機能 的磁気共鳴画像法 と嗅覚 ・味覚研 究への応用.応 用脳科学 コンソーシアム.東
京 ・アサ ヒビール吾妻橋 ビル.
ボ ノボ(林 原)研 究部門:2011年8月まで




ギニア共和国ボ ッソウ村にて、野生チンパンジーの行動 と生態 を調査 した。道具使用行動、祖母による子育て協
力、集団での協力 ・役割分担、植物の薬用利用行動な どを記録 し、解析をお こなった。
B)野生ボノボの行動調査
山本真也
コンゴ民主共和国ワンバ村にて、野生ボノボの行動 と生態 を調査 した。食物分配 を含む個体間関係、過保護事例
を含む母子発達、集団での協力 ・役割分担な どを記録 し、解析をおこなった。
C)野生ゴ リラの行動調査
松沢哲郎,平 田聡
ルワンダ共和国 ヴォルカン国立公園にて、野生ゴリラの行動 を調査 した。単雄複雌の構成 である計3群 を追跡観
察 し、個体問交渉や採食行動について記録すると同時に、エ コツー リズムの現状について情報収集 した。
D)飼育チ ンパ ンジーを対象 とした比較認知科学的研究
松沢哲郎,平 田聡,山 本真也
















Hirata  S, Fuwa K, Sugama K, Kusunoki K, Takeshita H (2011) Mechanism of birth in chimpanzees: humans are not 
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evolution of the human brain. The Philosophical Transactions of the Royal Society B: Biological Sciences, 
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総 説
1)山 本真也(2011)利他 ・協 力行 動 のメ カニ ズム と社 会 の進 化.霊 長類 研究27(2):95-109.
その他の執筆
1)平 田聡(2011)チンパ ンジー のメ タ認 知 実験p.128:96-104発達.
2)山 本真也(2011)チンパ ンジー ・ボ ノボにみ る 「徳 」 の起源.p.7:20-23こころの未 来.











平 田聡(2011)チンパ ンジー のメ タ認 知:自 身 の知識 状 態 の認 知 に 関す る実験 的研 究.日 本 心理学 会第75回 大
会(2011/09/17,東京).
平 田聡(2011)大人 チ ンパ ンジ ー は どの く らいナ ッツ割 りを覚 え られ るか.第14回SAGAシ ン ポ ジ ウム
(2011/11/12-13,熊本).
山本真 也(2011)野生 ボ ノボ にお け る果 実分 配 ～食 物 分 配 の進 化 ・メ カ ニズ ム に かん す る再 検 討 ～.Animal
2011(日本 動 物 心理 学会(第71回)・ 日本 動 物行 動 学会(第30回)・ 応 用動 物行 動 学会/日本 家畜 管理 学 会
(2011/09/ll,東京).





1)平 田聡(2011/05/09)チンパンジーの心 と行動.京 山長寿生きがいセ ミナー.岡 山県岡山市 ・京 山公民館.聴 衆
約30名.
2)平 田聡(2011/07/18)チンパ ンジーの知性 を探 る.第27回 日本霊長類学会大会 公開シンポジウム 「人 とチンパ
ンジーの問」.愛知県犬山市 ・フロイデ.聴 衆約200名.
3)山 本真也(2011/10/15)協力社会の進化 国際高等研究所研究プロジェク ト 「心の起源 」2011年度第2回 研究会
京都府相楽郡精華町 ・国際高等研究所.聴衆約30名.
4)山 本真也(2012/03/17)要求に応 えるチンパ ンジー、自発的に助けるヒ ト ～利他行動のおける他者理解 とその
進化～.北海道大学グローバルCOE「心の社会性 に関する教育研究拠点」総括 シンポジウム 心は 「なぜ」、「ど
のように」社会的か?～ フロンテ ィアとアジェンダ～.東京都千代 田区 ・学術総合セ ンター.聴衆約200名.
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